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多度津町 ⾃分ごと化会議
先進事例等のご紹介

株式会社パブリックテクノロジーズ
代表取締役CEO ⻘⽊ ⼤和
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プロフィール
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⻘⽊ ⼤和
- (株)パブリックテクノロジーズ代表取締役CEO
- アルペンスキーヤー（2022年北京パラリンピック

⽇本代表）

経歴
- 15歳にて単⾝渡⽶し、オバマ政権の誕⽣を⽬の当

たりにし、帰国。
- 帰国後にNPO法⼈を設⽴。2016年1⽉に事故に遭

い、脊髄損傷。リハビリと共に2017年に起業し、
2020年にスピンアウトする形で、現在CEOを務め
る株式会社パブリックテクノロジーズを創業。

- 「暮らし続けたい"まち"をつくる」ための、移動の
改⾰を軸とした⾃治体DXソリューションの開発を
⼿掛ける。

- プライベートでは、2020年にパラリンピックを出
場を⽬指し、幼少期より打ち込んでいたアルペンス
キーに復帰。翌2021年に⽇本代表に選出され、
2022年の北京パラリンピックに⽇本代表として初
出場。2026年のミラノコルティナパラリンピック
にてメダル獲得を⽬指す。



 会社概要

社　名　　　株式会社パブリックテクノロジーズ

設　立　　　2020年5月15日

経営陣　　　代表取締役ＣＥＯ　青木大和
　　　　　　代表取締役ＣＯＯ　杉原裕斗
　　　　　　取締役ＣＴＯ　森宮　惺
　　　　　　取締役ＣＦＯ　鎌田　将晴

ミッション　暮らし続けたいまちをつくる

事業内容　　ＧｏｖＴｅｃｈ事業の運営

主要株主　　村井　純（内閣官房参与/デジタル庁顧問）
　　　　　　鈴木　寛（東京大学公共政策大学院教授/元文部科学副大臣）
　　　　　　福留　大士（株式会社チェンジホールディングス代表取締役）
　　　　　　水野　誠一（元西武百貨店社長/元参議院議員）
　　　　　　他　個人投資家　10数名
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 会社概要
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なぜ公共領域（地域交通）の事業に取り組んでいるのか
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課題意識と時代背景
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課題意識と時代背景
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課題意識と時代背景
国内におけるライドシェアのタイプは現在 2種類



 茨城県行方市での事例 
１
■ 事業形態

　○ 月曜日〜土曜日に1日最大4便運行

　○ 予約型／ドアツードア・乗合型

　○ 500円／回,人で登録した市民が乗車可能

　　※高齢者・障害者などに割引制度あり

■ 提供サービス

　○ 市営デマンド交通の運営を受託

　○ 予約アプリ・配車システムを提供

　○ 運行は地元のタクシー会社に委託
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2023年10月より、茨城県行方市での乗合タク
シー事業の運営全体を受託しており、平均で1
日60〜70人の利用があるなど、全国でも屈指の
稼働率を誇っています。
高い需要を踏まえ、増便の検討と配車管理のデ
ジタル化を進めています。

POINT

弊社の取り組み事例



　　石川県小松市での事例 １

■ 運行形態
　○ 週３日（木金土曜日）・17時～24時の運行
　○ 夜間を中心とする地域住民や来訪者の移動手段を確保

■ 提供サービス
　○ 予約アプリ・配車システムを提供
　○ 運行は面接・講習を受けた地元住民が実施
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弊社の取り組み事例

2024年2月より、「自治体ライドシェア 」の全国初導入
を支援しています。
小松市での事例をもとに、今年度複数の自治体でもス
タート予定

POINT
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公共交通事業_コンセプトムービー
https://www.youtube.com/watch?v=3vZu5MY753M

https://www.youtube.com/watch?v=3vZu5MY753M
https://docs.google.com/file/d/11uv3brNAO037Wo5BuHbqT0gH_pVkZG1P/preview
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国内／国外の先進事例

⾃動運転のレベル分け ※参照元： 国⼟交通省⾃動⾞局 ⾃動運転⾞の安全技術ガイドライン

レベル 名称 安全運転に係る監視‧対応主体

レベル1 運転⽀援 運転者

レベル2 部分運転⾃動化 運転者

レベル3 条件付運転⾃動化 システム（作動継続が困難な場合は運転者）

レベル4 ⾼度運転⾃動化 システム

レベル5 完全運転⾃動化 システム

福井県永平寺町「⾃動運転バス」
- 2023年5⽉〜
- 国内初のレベル4での運⾏
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国内／国外の先進事例

⽶‧Waymo社「⾃動運転タクシー」
- レベル4での無⼈運⾏
- ※⻘⽊が体験‧撮影

動画はこちら

https://drive.google.com/drive/folders/1xuvka0TkgkXLdvu3IQC7uDeTsHB8NPhU?usp=sharing


持続的な地域交通を考える中で⼤切にしていること
‧

本事業を通して皆様と議論したいこと

最後に


